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Village Topics

高知ファイティングドッグスによる
野球教室 が  開 催 されました。

　

日
高
村
総
合
運
動
公
園
野
球

場
に
て
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン

グ
ド
ッ
グ
ス
に
よ
る
野
球
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
加
茂
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
加
茂
中
学
校
な
ど
４

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
選
手
を
は
じ

め
監
督
・
コ
ー
チ
か
ら
熱
心
な
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
野
球
教
室
の

後
は
運
動
公
園
周
辺
の
清
掃
活
動

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　老若男女が集う
　
【
は
た
か
り
草
の
会
】
が
主
催
す
る

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
沢
山
の
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

コ
ス
モ
ス
畑
を
の
ん
び
り
眺
め
る
お

年
寄
り
と
、
竹
や
か
ず
ら
で
作
っ
た
輪

投
げ
や
、
石
臼
で
餅
つ
き
を
す
る
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

お
で
ん
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
お
に
ぎ
り
、

鮎
の
塩
焼
き
等
を
み
ん
な
で
食
べ
た

り
、
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
し

な
が
ら
青
い
空
、き
れ
い
な
コ
ス
モ
ス
、

お
い
し
い
ご
ち
そ
う
と
３
拍
子
揃
っ
た

中
で
、「
人
の
和
と
輪
が
広
が
る
ひ
と

と
き
」
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

出来事
あれこれ!

8月
26日㈬

カーブミラー  清 掃
　

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
に

合
わ
せ
安
全
協
会
・
交
通
安
全

指
導
員
・
日
高
駐
在
所
・
三
瀬

駐
在
所
の
総
勢
10
名
が
村
内
に

あ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
交

通
事
故
防
止
を
願
い
、
春
と
秋

の
期
間
中
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
は
沖
名
と
能
津
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
き
れ
い
に
清

掃
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
日
没
も
早
く
な

り
、
交
通
事
故
が
起
き
る
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

車
に
乗
ら
れ
る
方
は
早
め
に

ラ
イ
ト
点
灯
を
、
歩
行
者
の
方

は
目
立
つ
服
装
や
反
射
材
を
利

用
す
る
な
ど
し
て
、
交
通
事
故

防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

9月
26日㈯

輪投げ
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Village Topics

九頭自治会自主防災会　防災訓練 実 施

　九頭農村公園において、九頭自
治会、仁淀消防組合日高分署によ
る防災訓練が実施されました。
　この訓練は、南海地震等災害時
における適切な行動の習得、地域
における防災意識の高揚を図るこ
とを目的にして、総勢36名の参加
で、九頭地区では定期的に開催さ
れています。

　当日は、竹竿と毛布･ロープ･衣類を使っての簡易担架
の作り方、天ぷら油の消火訓練、三角巾を使用して、け
がや傷口を固定させる救急法、消火器での初期消火、を
実施しました。
　『防災･減災』を意識し、これからの防災活動につなげ
ていただきたいです。

岩目地のコスモス畑に　  　10月
12日㈪

10月
4日㈰

ぺったんぺったん

お餅つき

防災活動に

つなげてね！

　
【
は
た
か
り
草
の
会
】
は
２
０
０
７
年

か
ら
「
近
所
に
住
ん
で
い
る
人
の
顔

も
知
ら
ん
よ
う
な
こ
と
じ
ゃ
あ
い
か

ん
ね
ェ
」「
何
と
か
知
り
あ
う
機
会
を

つ
く
ら
ん
と
い
か
ん
」
と
い
う
こ
と
で

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
３
年
目
の
今
で

は
地
域
の
敬
老
会
も
兼
ね
て
た
く
さ
ん

の
人
達
に
集
ま
っ
て
も
ら
お
う
と
、
花

を
咲
か
せ
る
た
め
の
種
ま
き
、
草
取
り

等
の
作
業
を
続
け
、
そ
の
名
の
ご
と
く

し
っ
か
り
根
を
張
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
。
春
に
は
イ
ベ
ン
ト
は
な
い
け
れ
ど

も
、
菜
の
花
が
咲
い
て
地
域
の
方
た
ち

の
憩
い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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Village Topics

　

9
月
12
日
の
高

知
新
聞
の
コ
ラ
ム

﹇
話
題
（
海
辺
の

町
で
）
﹈
を
読
ん

で
少
々
あ
わ
て
た
。

天
野
記
者
の
文
で
、

黒
潮
町
の
中
学
1

年
の
山
本
宣
幸
君

の
作
文
が
、
町
の

『
あ
か
つ
き
賞
』を
、

小
学
2
年
と
中
学

1
年
の
2
度
受
賞

し
た
こ
と
、
そ
の
2
編
を
昨
日
の
学
芸

面
に
掲
載
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
あ
っ
た
。

　

急
い
で
昨
日
の
新
聞
を
調
べ
、
2
編

で
半
ペ
ー
ジ
を
超
す
程
の
文
を
見
つ
け

た
。
こ
ん
な
記
事
を
ど
う
し
て
見
逃
し

た
か
と
思
い
な
が
ら
読
み
進
む
や
、
ど
っ

と
湧
い
て
く
る
涙
に
曇
る
文
字
を
た
ど

り
、
一
気
に
読
ま
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
っ

た
。

　

か
み
さ
ん
も
読
ん
だ
か
な
？
と
た
ず

ね
る
と
『
大
泣
き
に
泣
き
な
が
ら
読
み

ま
し
た
』
と
い
う
返
事
。
二
人
で
宣
幸

君
の
文
章
力
に
驚
嘆
す
る
と
共
に
、
し
っ

か
り
し
た
自
分
の
考
え
を
持
っ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、他
の
人
（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
）

の
心
ま
で
推
し
量
り
、
思
い
や
る
け
な

げ
な
心
を
た
た
え
な
が
ら
「
こ
ん
な
子

ど
も
に
、
運
命
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に

も
む
ご
い
か
」
と
、
声
の
ふ
る
え
る
の

を
押
さ
え
き
れ
な
い
。 

参

大
おお

手
て

・搦
からめ

手
て

大手（大手門）・搦め手（裏門）にちなんで編集委員

が所感・雑感をあらゆる方角から述べるコーナーです。

　シルバー人材センターの皆さま方37名が、
日高村役場庁舎前・日高村総合運動公園の２
カ所をボランティアで清掃してくださいまし
た。秋とはいえ、汗ばむほどの暑い中、草刈
りや剪定作業をしてくださったシルバー人材
センターの皆様ありがとうございました。

日高村役場庁舎前・日高村総合運動公園の清掃作業に 感 謝
10月
13日㈫

日高村役場庁舎前 日高村総合運動公園
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☆ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
防

災
（
火
災
）
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　
（ 

既
存
住
宅
に
つ
い
て
も
平
成
23
年
６
月

１
日
ま
で
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。）

☆ 

寝
具
や
衣
類
に
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
延
焼
拡
大
を
防

ぐ
。

☆ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

　
（ 

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
安
全
暖
房

器
具･

調
理
器
具
や
、
燃
え
に
く
い
カ
ー

テ
ン
な
ど
の
防
炎
物
品
及
び
寝
具
な
ど

の
防
炎
製
品
の
使
用
も
有
効
で
す
。）

☆ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

　
（ 

放
火
を
除
く
、
建
物
火
災
に
よ
る
死

者
の
大
半
が
高
齢
者
、
乳
幼
児
等
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
や
子
ど

も
た
ち
の
よ
う
な
災
害
弱
者
は
、
１
階

の
す
ぐ
戸
外
に
避
難
で
き
る
場
所
に
寝

室
を
と
り
、
整
理
整
頓
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。）

　これからの季節は、空気が非常に乾燥し、風の強い日が多いことから火災が発
生しやすく、また一旦火災が発生すると急速に延焼拡大し、大規模火災になる危
険性が高くなります。毎年この時期に改めて、住民の皆様に「火の用心」に対する
関心をもっていただき、火災予防思想の普及並びに啓発を行うことを目的に、11
月９日㈪を「１１９番の日」と定め、11月15日㈰までの一週間、「消えるまで
ゆっくり火の元　にらめっ子」の防火標語のもと全国一斉に秋季火災予防運動
が実施されます。
　仁淀消防管内では、平成21年１月～８月までの間に、建物火災11件、林野火災１
件、車両火災２件、その他火災４件と合計18件の火災が発生しています。

※住宅防火　いのちを守る　７つのポイント※住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
３つの習慣・４つの対策●

の火災予防運動始まる

総務課
　　　より

☆
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

　
（ 

毎
年
た
ば
こ
は
出
火
原
因
の
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
消
し

忘
れ
、
寝
た
ば
こ
等
は
、
絶
対
に
止
め
ま

し
ょ
う
。）

☆ 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

　
（ 

寒
さ
と
と
も
に
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器

具
を
使
い
始
め
ま
す
が
、
使
用
前
に
は
必

ず
点
検
整
備
を
行
い
正
し
い
使
い
方
で
使

用
し
ま
し
ょ
う
。）

☆ 

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

　
（ 

食
生
活
の
変
化
に
伴
い
、
冷
凍
食
品
の
普

及
と
と
も
に
、
住
宅
火
災
の
原
因
で
コ
ン

ロ
火
災
（
天
ぷ
ら
油
等
）
に
よ
る
も
の
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
天
ぷ
ら
を
揚
げ

る
温
度
は
１
８
０
度
、
こ
の
温
度
に
達
す

る
時
間
は
約
５
分
、
天
ぷ
ら
油
が
自
然
発

火
す
る
温
度
は
約
３
６
０
度
、
そ
の
温
度

に
達
す
る
時
間
が
約
15
分
〜
20
分
。
コ
ン

ロ
使
用
中
に
そ
の
場
を
離
れ
る
場
合
は
必

ず
火
を
消
し
て
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。）

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

　　火事・救急は　　　　　　　 １１９番
　　火災等問い合わせは　　　☎ ０８８（８９３）３８００
　　仁淀消防組合消 防 署　　☎ ０８８（８９３）３２２１
　　　　　　　　吾北分署　　☎ ０８８（８６７）２８１２
　　　　　　　　日高分署　　☎ ０８８９（２４）５４１１

※普通救命講習
　受講者随時受付中
　　（毎月第２日曜日実施）

消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子

秋
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11
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強

調
月
間
」
で
す
。
青
少
年
が
自
己
の
誇

り
と
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
身

に
つ
け
、
豊
か
な
個
性
と
能
力
を
持
っ

た
人
間
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
村
民
す

べ
て
の
願
い
で
す
。
月
間
の
重
点
取
組

と
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

＊ 

子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
の
取
組

＊ 

青
少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
の
浄

化
＊
い
じ
め
の
未
然
防
止
と
早
期
対
応

　

地
域
社
会
が
一
体
と
な
り
、
次
代
を

担
う
青
少
年
を
健
全
に
育
成
し
ま
し
ょ

う
。

日
高
村
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー

☎ 

２
４

－

５
１
１
５

　

今
年
度
の
成
人
式
は
、
平
成
22
年

１
月
10
日
㈰
午
前
10
時
よ
り
日
高
村
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
い
た
し
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
12
月
中
に
対
象
者

の
皆
様
方
に
ご
案
内
状
を
送
付
い
た
し

ま
す
。
住
民
票
を
村
外
に
移
さ
れ
て
い

て
も
ご
希
望
が
あ
れ
ば
ご
出
席
で
き
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
高
村
教
育
委
員
会

☎ 
２
４

－

５
１
１
５

11
月
の
行
政
相
談

日
時　

11
月
20
日
㈮　

13
時
〜
15
時

場
所　

日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん
が
、
左

記
の
仕
事
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。①

国
の
仕
事

②
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
特
殊
法
人
の
仕
事

③
県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て

行
っ
て
い
る
仕
事

お気軽に

　ご相談ください。福
祉
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

運
行
日　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
も
運
行
）

対　

象　

 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
・
障
が
い

を
も
た
れ
て
い
る
方
・
幼
児
と

そ
の
保
護
者

料　

金　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

日
高
村
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

☎ 

２
４

－

５
１
１
３

教育委員会　　　　 より

平成22年度高知県公立学校臨時教員募集について
資格：教員免許状を有するもの
願書・募集要項の配布場所：高知県教育委員会事務局教育政策課等
　　　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310101/kc2886.html でダウンロードも可能
問い合わせ先：高知県教育委員会事務局教育政策課人事企画担当
　　　　　　　☎ 088－821－4568

全国青少年健全育成強調月間成人式のご案内について

　

11
月
12
日
㈭
〜
25
日
㈬
は
、「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
実
施
期
間
で
す
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
性
犯
罪
や
売
買
春
、

ス
ト
ー
カ
ー
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）と
い
わ
れ
る
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
は
、

女
性
を
暴
力
で
支
配
す
る
も
の
で
、
著
し
い
人
権

侵
害
で
あ
り
「
犯
罪
」
で
す
。
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｖ
は
、
家
庭
の
中
や

二
人
だ
け
の
間
で
起
こ
る
た
め
や
周
囲
に
気
づ
か

れ
に
く
く
、
暴
力
が
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
暴
力
を
ふ
る
っ
て
い
る
男
性

は
、「
い
う
こ
と
を
聞
か
な
い
女
性
が
悪
い
か
ら
。」

と
い
う
理
由
を
挙
げ
ま
す
が
、ど
ん
な
と
き
で
も
、

「
暴
力
は
ふ
る
う
方
が
悪
い
」
の
で
す
。

　

も
し
、
あ
な
た
や
周
り
の
ひ
と
が
、
夫
な
ど
か

ら
の
暴
力
を
受
け
て
い
る
と
き
に
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
に
、
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
▼
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
電
話

　

☎ 

０
８
８

－

８
３
３

－

０
７
８
３

　

平
日　

９
時
〜
22
時

　

土
・
日
・
祝
日  

９
時
〜
20
時

　
（
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
）

▼ 

最
寄
り
の
警
察
署
で
は
、
身
の
危
険
を
感
じ
る

等
の
急
ぎ
の
相
談
で
あ
れ
ば
、
24
時
間
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

暴暴
力力
はは
犯
罪
犯
罪
で
す
で
す
！！

人権擁護委員さんによる

人権相談もあります　　
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作
品
募
集
‼

● 

一
般
の
部

　

出
品
規
定

　

•
日
高
村
住
民
及
び
本
村
に
関
係
の
あ
る
方

　

•
作
品
は
無
審
査
と
す
る

　

•
作
品
搬
入　

27
日
㈮
９
時
〜
17
時　
日
下
小
学
校
体
育
館
へ

　
　
　
　
　
　
　

28
日
㈯
８
時
〜
９
時

　
　
　

※
27
日
ま
で
に
搬
入
希
望
の
方
は
教
育
委
員
会
へ

　
　
　

※ 
28
日
に
搬
入
希
望
の
方
は
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
都

合
上
26
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

•
作
品
搬
出　

11
月
30
日
㈪
13
時
〜
17
時

　
　

絵
画
の
部　

１
人
４
点
ま
で　

 

作
品
の
大
き
さ
は
自
由
、

展
示
で
き
る
額
縁
を
つ
け

る
こ
と

　
　

書
道
の
部　

１
人
３
点
ま
で　

表
装
を
原
則
と
す
る

　
　

写
真
の
部　

１
人
３
点
ま
で　

 

枠
張
り
、
額
入
り
又
は
台

紙
を
つ
け
る
こ
と

　
　

手
芸
の
部　

１
人
５
点
ま
で

　
　

生
花
の
部　

１
人
２
点
ま
で

　
　

工
芸
の
部　

１
人
３
点
ま
で

　
　

彫
塑
の
部　

１
人
１
点　
　
　

 

搬
入
に
つ
い
て
は
事
務
局

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
　

俳
句
の
部　

１
人
５
点
ま
で

● 

園
児
、
児
童
、
生
徒
の
部

　

• 

村
内
の
保
育
園
児
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　

 

多
数
の
方
の
ご
出
品
・
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

主　

催　

日
高
村
文
化
推
進
協
議
会　

日
高
村
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先　

日
高
村
教
育
委
員
会　

☎
２
４

－

５
１
１
５

村 展
と　き　11月28日㈯、29日㈰、30日㈪
じかん　９時～17時　（30日は正午まで）
ところ　日下小学校体育館

２００９年度２００９年度
［第［第4040回］回］

ゴミを　　
　燃やさないで

家庭のゴミは分別して指
定された日に収集場所へ
出してください

　ゴミの野外焼却（野焼き）は
一部の例外を除いて、法律で禁
止されています。
　ゴミを燃やすと、悪臭や煙に
よる近隣住民とのトラブルだけ
でなく、ダイオキシン類などの
有害物質を発生させ、健康への
影響も心配されます。
　21世紀の子どもたちのために
も家庭ゴミを野外焼却すること
はやめましょう。

問い合わせ先

中央西福祉保健所　環境課
　☎ 0889－22－1286
日高村役場　産業環境課
　☎ 24－4647

全国生涯学習フォーラム高知大会の
開催について

１　

高
知
大
会
の
目
的

　

官
民
協
働
の
生
涯
学
習
を
通
じ
て
、
地

域
を
ど
の
よ
う
に
変
革
し
て
い
く
の
か
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
高
知
県
を
持
続
可
能
な

活
力
あ
る
地
域
モ
デ
ル
と
し
て
、
ま
た
、

本
県
の
豊
か
な
自
然
、
独
自
の
文
化
や
歴

史
、
産
業
等
を
活
か
し
、
地
域
の
特
産
物

や
伝
統
・
歴
史
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
誘
客

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２　

高
知
大
会
開
催
概
要

（
１
）大 

会 

名

　

 

全
国
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
高
知
大
会

（
２
）主　
　

催

　

 

高
知
県
・
文
部
科
学
省
の
共
催

（
３
）開
催
期
間

　

 

平
成
22
年
11
月
20
日
㈯
〜
22
日
㈪
の
３
日
間

（
４
）内　
　

容

　

①
総
合
開
会
式

　
　

開
催
日　

平
成
22
年
11
月
20
日
㈯

　
　

場　

所　

高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
「
か
る
ぽ
ー
と
」

　

② 

全
国
生
涯
学
習
情
報
発
信
市
及
び
地

産
地
消
・
食
育
展

　
　

場　

所　

高
知
ぢ
ば
さ
ん
セ
ン
タ
ー

　

③
文
化
・
芸
術
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

　
　

場　

所　

高
知
県
民
体
育
館

　

④
テ
ー
マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

•「 

環
境
保
全
活
動
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
の
連
携
と
環
境
教
育
」

　

•「 

地
域
再
生
に
お
け
る
高
等
教
育
機

関
の
果
た
す
役
割
」

　

•「 

学
校
を
核
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
構
築
」

　

•「 

人
材
育
成
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
〜
今

こ
そ
龍
馬
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
呼
び
さ
ま
せ
〜
」

　

⑤
市
町
村
主
催
事
業

　
　問

い
合
わ
せ
等

　

高
知
県
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
全
国
大
会
係

　

☎ 

０
８
８

－

８
２
１

－

４
６
６
１

　

℻   

０
８
８

－

８
２
１

－

４
５
０
５
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《
予
防
接
種
は
お
早
め
に
》

＊ 

対
象
年
齢
を
過
ぎ
な
い
よ
う
に

　

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

＊
接
種
料
金
は
無
料
で
す
。

● 

三
種
混
合
予
防
接
種

　

 

生
後
３
か
月
か
ら
生
後
90
か
月
の
間
に
以

下
の
回
数
接
種
し
ま
す
。

Ⅰ
期
初
回

　

 

20
日
〜
56
日
ま
で
の
間
隔
を
お
い
て
３
回

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
生
後
３
か
月
以
降

で
き
る
だ
け
早
期
に
接
種
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。

Ⅰ
期
追
加

　

 

Ⅰ
期
初
回
接
種
（
３
回
）
終
了
後
12
か
月

に
達
し
た
時
か
ら
18
か
月
に
達
す
る
ま
で

の
期
間
に
１
回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

二
種
混
合
予
防
接
種

　

対
象
年
齢　

11
歳
以
上
13
歳
未
満

　

＊ 

13
歳
に
な
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

例
）

　
　

平
成
８
年
11
月
10
日
生
ま
れ
の
方

　
　
　
　
　
　

⬅

　
　

平
成
21
年
11
月
８
日
ま
で
に
受
け
る

● 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　

対
象
年
齢　

生
後
６
か
月
未
満

　

＊ 

生
後
６
か
月
に
な
る
日
の
前
々
日
ま
で

に
受
け
て
く
だ
さ
い
。
接
種
期
間
が
短

い
為
、
生
後
３
か
月
を
過
ぎ
た
ら
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

● 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

　
（
１
期
・
２
期
・
３
期
・
４
期
）

＊ 

病
院
受
診
さ
れ
る
時
は
、
予
診
票
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

定
期
予
防
接
種
の
予
診
票
は
対
象
年
齢
に

達
す
る
前
（
約
１
か
月
前
）
に
個
別
通
知

を
し
て
い
ま
す
。

　

 

た
だ
し
、
二
種
混
合
と
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
（
２
期
・
３
期
・
４
期
）
は
当
該
年
度

当
初
に
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

＊ 

転
入
さ
れ
た
方
、
予
診
票
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

　

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎ 

２
４

－

７
８
５
１

障害のある方を対象に
NHK 放送受信料免除のご案内

　平成20年10月１日から免除の基準が変更されていま
す。
　障害のある方の世帯全員が、平成21年度市町村民税
非課税の場合は全額免除となります。
　課税世帯で障害のある方が、世帯主かつ視覚や聴覚
障害または、手帳が１級もしくは２級の方は半額免除
となります。
　いずれも申請が必要になりますので、日高村役場
健康福祉課まで印鑑をお持ちの上お越しください。
　なお、施設入所等ご在宅でない場合は該当にならな
い場合があります。
　各対象条件がございますので、まずはお問い合わせ
をよろしくお願いします。

　■受付先
　　　日高村役場　健康福祉課　障害係
　
　■問い合わせ先
　　日高村健康福祉課　障害係　☎ 24－5112
　　NHK 高知放送局　営業部　☎ 088－23－2301

「自殺予防いのちの電話」
「いのちの電話」
相談電話番号のご案内

対象年齢 接種期間

１期 １歳～２歳未満
＊ １歳～満２歳に達す
る前々日までに受け
てください。

２期 小学校就学前の
１年間（年長組）

＊ 当該年度中（平成21
年４月１日～平成22
年３月31日まで）に
受けてください。

３期 中学校１年生に
相当する年齢の方

４期 高校３年生に
相当する年齢の方

健康福祉課　　　　 より

　昨年に続き日本いのちの電話連盟では、平成22年３
月まで毎月10日に、フリーダイヤルによる電話相談を
実施しています。

　ひとりで悩まないで、こころの苦しみを、
　お話しください。

　　自殺予防　いのちの電話　フリーダイアル　

　　　　☎ 0120－738－556
　　 （毎月10日　24時間・無料です　8 : 00～翌日8 : 00）

　　「いのちの電話」相談電話
　　　鳥取いのちの電話　　　☎ 0857－21－4343
　　　島根いのちの電話　　　☎ 0852－26－7575
　　　岡山いのちの電話協会　☎ 086－245－4343
　　　広島いのちの電話　　　☎ 082－221－4343
　　　徳島いのちの電話　　　☎ 088－623－0444
　　　香川いのちの電話　　　☎ 087－833－7830
　　　愛媛いのちの電話協会　☎ 089－958－1111
　　　高知いのちの電話協会　☎ 088－824－6300
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　平成19年度より、水道料金を３か月分滞納すると、日高
村給水条例第40条及び、日高村水道料金未納者に対する停
水処分取扱要項第３条に規定される事務を実施しています。

○納付書払いの方は、納付期限内にお支払いをお願いします。
○口座引落の方は、月末が引き落とし日になっております。
前日までに残高の確認をお願いします。

問い合わせ先　役場建設課　☎ 24－5114

給
水
停
止
ま
で
の
事
務
の
流
れ

３
か
月
分
滞
納
す
る

未
納
水
道
料
金
催
告
通
知

給
水
停
止
予
告
通
知

給
水
停
止
執
行
通
知

給
水
停
止

⬅⬅⬅⬅

建設課水道係からのお知らせ

　ストレスがたまっていてなんだかやる気が
でない、気持ちがすっきりしないなど、病院
に行く程ではないけれど、ちょっと誰かに相
談したい方はいらっしゃいませんか？
　ご本人はもちろんですが、ご本人が相談に
来られない場合はご家族の方の相談もお受け
しています。必要であれば医師と訪問もして
います。お気軽にご相談ください

日時：平成21年11月18日㈬
　　　午前9 : 00から12 : 00まで
場所：日高村保健センター
医師：下寺　信次
　　　（高知大学医学部附属病院　精神科医）
★ 予約制となっていますので、相談希望の方
はお電話ください。
　日高村保健センター　 ☎ 24－7851　

＊心の相談日＊＊心の相談日＊

裁判員制度説明会兼法廷傍聴裁判員制度説明会兼法廷傍聴
（法廷見学）会について（法廷見学）会について
日時：平成21年12月11日㈮　14：00～16：30
場所：高知地方裁判所　大会議室
人数：先着20人
内容：裁判官による裁判員制度説明
　　　裁判員候補者待機室・質問手続室・
　　　評議室の見学
　　　法廷傍聴又は法廷見学
申込方法：高知地方裁判所事務局総務課庶務係へ
　　　　　電話かFaxで
　　　　　☎ 088－822－0576　℻   088－822－0549

高知地方裁判所より

無料調停相談会について無料調停相談会について
日時：平成21年11月20日㈮　9：30～16：30
場所：高知市文化プラザかるぽーと２階小ホール
相談担当者：民事・家事調停委員15人
問い合わせ先：高知調停協会連合会事務局
　　　　　　　☎ 088－872－7884

高知調停会より
＊女性の人権ホットラインについて＊女性の人権ホットラインについて
実施期間：平成21年11月15日㈰～21日㈯
　　　　　8：30～19：00
全国共通電話番号：☎ 0570－070－810
相談内容：女性をめぐる人権問題
相談無料、秘密厳守

＊供託オンライン申請・電子納付に＊供託オンライン申請・電子納付に
　ついて　ついて
問い合わせ先：高知地方法務局いの支局
　　　　　　　☎ 088－893－0343

高知地方法務局より

平成21年度生涯学習通信講座平成21年度生涯学習通信講座
受講者募集について受講者募集について
通年申込受付
問い合わせ先：ＮＨＫ学園
　　　　　　　☎ 042－572－3151

ＮＨＫ学園より

“回収します！“回収します！
あなたの家の古い電話帳！”あなたの家の古い電話帳！”
NTT西日本では11月中に新しい電話帳をお届け
します。その際古い電話帳を配達員へお渡しくだ
さい。ご不在の時等は改めて回収にお伺いします。
連絡先：タウンページセンター
　　　　☎ 0120－506－309

ＮＴＴロジスコより
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〜
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、

　

新
た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
〜

－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納めるように
しましょう。
◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けられています。
　国民年金保険料の納付負担能力があるにもかかわらず納付しない
人に対しては、財産の差し押さえを行うこともあります。

　

社
会
保
険
庁
で
は
毎
年
11
月
６
日
〜
12
日

を
「
年
金
週
間
」
と
定
め
、
皆
さ
ん
に
年
金

制
度
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
は
、
国
民
の
一
人
一

人
が
、
年
金
を
身
近
で
大
切
な
も
の
と
し

て
考
え
、
公
的
年
金
制
度
の
意
義
や
役
割
を

正
し
く
認
識
し
、
年
金
行
政
に
つ
い
て
の

理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
一
人
一
人
に
年
金
制
度
へ
の
参
画
意
識

を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
年
金
加
入
記
録
の
提
供
や
年
金
相
談

等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
国
民
の
年
金
権
を
確
保
す
る
た
め
に
公
的

年
金
制
度
の
加
入
意
義
や
保
険
料
の
納
付
義

務
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
、
国
民
年
金
保
険

料
の
収
納
対
策
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

公
的
年
金
制
度
は
「
世
代
と
世
代
の
支

え
あ
い
」
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
本
人

の
納
め
た
保
険
料
分
だ
け
で
は
、
と
て
も

現
在
の
受
給
者
の
年
金
額
を
ま
か
な
い
き

れ
ま
せ
ん
。（
高
知
県
の
現
在
の
国
民
年
金

受
給
権
者
数
は
約
21
万
人
、
年
金
額
は
約

１
千
３
百
億
円
）
年
金
は
、
現
役
世
代
の
納

め
る
保
険
料
が
今
の
高
齢
者
を
支
え
、
い
ず

れ
は
現
役
世
代
も
今
の
子
ど
も
た
ち
の
世
代

に
支
え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
年
金
を
身
近
で
大
切
な
も

の
と
し
て
、
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
に
よ

り
「
雑
所
得
」
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
が
、
こ
の
所
得
税
を
計
算

す
る
際
の
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
に
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
に
対
し

て
は
、
毎
年
10
月
下
旬
に
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
（
お
よ
び
厚
生
年
金
基
金
・
各
共
済
組
合
）
か
ら
送
付
さ
れ
て
き

ま
す
。
こ
の
申
告
書
を
12
月
初
旬
の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
と
、
翌

年
に
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
、
公
的
年
金
控
除
、
配
偶
者
控
除
な
ど
の
各

種
控
除
が
適
用
さ
れ
た
上
で
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金

以
外
に
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
年
金
額
が
１
０
８
万
円
（
65
歳
以
上
の
方
は
１
５
８
万
円
）
未

満
の
方
に
は
、
非
課
税
の
た
め
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

社会保険庁

日
本
年
金
機
構

公
的
年
金
の
運
営
業
務

公
的
年
金
の

財
政
責
任
・
運
営
責
任

厚
生
労
働
省

廃止

平
成
22
年
１
月
１
日

● 

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指

し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
、「
日
本
年
金
機
構
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

● 

現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」

と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
税
の
申
告
に
お
い

て
納
め
た
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で

国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
際
に
は
、
保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
皆
様
に
、「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
を
行
う
時
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
世
帯
主
が
そ
の
扶
養
家
族
の
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
等
は
、
納
付

し
た
方
が
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
届
け
時
期
は
、
平
成
21
年
１
月
か
ら
９

月
末
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
方
は
、
今
年
11

月
上
旬
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
末
日
ま
で
に

今
年
初
め
て
納
付
さ
れ
た
方
は
来
年
２
月
上

旬
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

※ 

証
明
書
及
び
領
収
証
書
を
紛
失
さ
れ
た

場
合
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

1111
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す
で
す

老
齢
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ
…

老
齢
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ
…

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

「「
日日に
っ
ぽ
ん

に
っ
ぽ
ん本本
年
金
機
構
」が

年
金
機
構
」が

　

来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

　

来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！
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12 月 は 加 茂 中 学 校 で す

加茂小学校加茂小学校加茂小学校

　
「
で
き
た
。
こ
れ
が
僕
の
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
。」
と
レ
プ
リ
カ
を
手
に
取
り
、
嬉
し

そ
う
に
眺
め
る
児
童
。
４
時
間
目
の
チ
ャ

イ
ム
が
鳴
っ
て
も
、着
色
に
夢
中
に
な
り
、

ボ
ン
ド
で
固
定
し
て
ラ
ベ
ル
を
貼
り
完
成

し
た
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
レ
プ
リ
カ
。

　

台
風
18
号
で
休
校
が
心
配
で
し
た
が
、

予
定
通
り
10
月
８
日
木
曜
日
に
６
年
生
を

対
象
と
し
た
「
化
石
レ
プ
リ
カ
作
り
」
が

実
施
で
き
ま
し
た
。
３
時
間
目
、
４
時
間

目
を
使
っ
て
、
児
童
一
人
ひ
と
り
自
分
の

レ
プ
リ
カ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
講
師

は
芸
西
天
文
学
習
館
の
吉
岡
健
一
先
生
。

通
常
の
理
科
の
授
業
と
異
な
る
の
で
、
児

童
は
最
初
緊
張
し
て
講
師
の
先
生
を
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。

　

３
時
間
目
は
、
理
科
の
授
業
の
復
習
の

よ
う
な
〝
化
石
の
で
き
方
〞
や
〝
ど
れ
く

ら
い
昔
の
こ
と
か
〞
な
ど
の
ク
イ
ズ
が
あ

り
ま
し
た
。
１
０
０
０
年
を
１
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
と
す
る
と
３
億
年
は
３
０
０
メ
ー
ト

ル
。
な
ん
と
遠
い
昔
の
こ
と
か
。
児
童
は

時
間
の
長
さ
を
感
覚
的
に
は
と
ら
え
に
く

か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
考
え
な
が
ら
答

え
て
い
ま
し
た
。
化
石
か
ら
分
か
る
こ
と

も
あ
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　

４
時
間
目
に
な
り
、
い
よ
い
よ
製
作
。

講
師
の
先
生
の
周
り
に
集
ま
り
、
レ
プ
リ

カ
の
作
り
方
を
聞
い
た
り
、
で
き
る
様
子

を
眺
め
た
り
し
ま
し
た
。
少
し
ど
ろ
っ
と

し
た
紅
茶
の
よ
う
な
色
の
液
体
か
ら
だ
ん

だ
ん
と
白
く
な
り
、
や
が
て
全
体
が
真
っ

白
く
な
る
。
固
ま
っ
た
ら
水
で
洗
っ
て
、

不
要
な
部
分
を
切
り
取
り
ま
す
。

　

さ
て
、自
分
た
ち
で
作
ろ
う
と
し
た
ら
、

同
量
の
液
を
量
る
の
が
難
し
く
、
か
な
り

苦
労
し
た
班
も
あ
り
ま
し
た
。
２
回
繰
り

返
し
て
班
の
人
数
分
で
き
た
ら
、
色
を
塗

り
ま
す
。
色
は
化
石
っ
ぽ
く
す
る
た
め
１

色
で
は
な
く
何
色
も
混
ぜ
な
が
ら
、
色
の

種
類
を
多
く
し
た
り
、
量
を
増
や
し
た
り

し
て
何
と
な
く
自
分
の
思
う
よ
う
な
色
に

近
づ
く
。
真
っ
白
な
レ
プ
リ
カ
が
色
を
塗

る
こ
と
で
、大
昔
に
で
き
た
化
石
と
な
り
、

今
掘
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
重
々
し
い
感
じ

の
色
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
色
を
何
度
も

塗
り
重
ね
て
、
や
っ
と
自
分
の
思
う
よ
う

な
色
に
な
っ
た
児
童
も
い
ま
し
た
。

　

ボ
ン
ド
で
台
の
板
に
固
定
し
、
名
前
の

シ
ー
ル
を
貼
る
と
、
本
物
の
化
石
や
講
師

の
先
生
が
作
成
し
た
レ
プ
リ
カ
と
同
じ
よ

う
に
立
派
に
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
校
の
時
、
大
事
そ
う
に
ラ
ン
ド
セ

ル
に
入
れ
て
持
っ
て
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

き
っ
と
家
で
も
眺
め
て
楽
し
む
こ
と
で

し
ょ
う
。

おもい は遠いむかし、おもい は遠いむかし、３億年前の世界３億年前の世界

～アンモナイトの
　化石レプリカづくり～

みてみ
て！

　スゴ
イ！
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第126号　2009.11.１　日高村立図書館

９月の入館者数 686人コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信111111月

11月に入る本

 11月の予定

11月の展示

● 開館時間　午前10時～午後６時
● 休 館 日　月曜・祝日・最終日曜・年末年始
● 貸　　出　ひとり５冊まで、２週間
　 日高村本郷192　　　 20－1533

14日(土) 14～15時　おはなしの森（ぷちとまと）
21日(土) 14～16時　民話と紙しばいのへや（パラソル）
29日(日) 休館（館内整理日）

　新刊情報は、広報に挟み込みの「図書館回覧板」で
お知らせしています。（教育委員会のＨＰにも）
http://www.kochinet.ed.jp/hidaka-v/

◆ 図書館利用案内 ◆

　当館に所蔵していない本でも県立図書館などの他館から取り寄せて借りることが
できることは、ご存知ですよね？（相互貸借といいます）
　今回は「大活字本」の紹介です。文字通り「大きな活字の本」です。　　　　　　　　　　　　　　のゴシック体
になっているので、「お～の、最近見えにくいちや」「読みたいけんど、文字が小さくて･ ･ ･」という方！リストを置
いていますので、お気軽に声をかけてください。ご希望の本を取り寄せます。

　高知市の江ノ口コミュニティセンターでは、公民館
施設や防災倉庫、それに図書館という複合施設が、市民
の文化活動の拠点として利用され、また有事には多く
の生命を守る場所としての役割を担っていることを見
学しました。同市の高知こどもの図書館では、文化度向
上という使命のためボランティアの方々がアイデアと
力を出し合い、運営を継続しているという館長のお話
を聞くことができました。

としょかんとしょかんのツボのツボ ○1としょかんとしょかんのツボのツボ ○1としょかんのツボ ○1

（一般書）「大人だって、絵本」
（児童書）「梅田俊作・佳子の絵本の森」～11/15
　　　　　11/17～「秋っぽいぽい」

「逃亡者」折原一／「あるキング」伊坂幸太郎
「ヘヴン」川上未映子／「人間の運命」五木寛之
「フリーター、家を買う。」有川浩　　　　ほか

※一部です

日高日高読もう読もう会研修報会研修報告日高読もう会研修報告 9月26日（土）

22ポイント
↓この大きさ

　

9
月
29
日
の
運
動
会
の
代
休
の

日
に
、
み
ん
な
で
集
ま
り
カ
レ
ー
パ

テ
ィ
ー
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
野

菜
の
皮
を
む
い
た
り
、
切
っ
た
り
し

て
楽
し
く
作
り
ま
し
た
。
個
性
あ
ふ

れ
る
形
の
野
菜
が
入
っ
た
お
い
し
い

カ
レ
ー
が
で
き
み
ん
な
た
く
さ
ん
食

べ
ま
し
た
！

　

９
月
30
日
㈬
に
児
童
館
に

新
し
く
幼
児
用
の
す
べ
り
台

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
高
く
な
く
、
子
ど

も
に
は
遊
び
や
す
い
遊
具
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
子
ど
も
さ
ん
と
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

カレー
おいし

かった
よ！
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池野いちび選

鎮
西　

美
緒

山
の
端
ほ
ん
の
り
染
ま
り
お
月
出
る

風
呂
を
出
て
庭
の
さ
わ
や
か
風
ま
か
せ

　

中
村　

梅
子

月
の
友
呼
ぶ
間
に
山
を
抜
け
し
月

今
日
の
月
離
れ
て
現
れ
し
星
一
つ

　

　

中
山　

美
根

月
明
り
亡
夫
の
使
い
し
松
葉
杖

彼
岸
花
公
園
墓
地
の
娘
の
筒
に

　

南
部
記
代
子

山
並
を
昇
り
て
月
は
鮮
や
か
に

七
草
と
ダ
ン
ゴ
飾
り
て
月
を
待
つ浜田　

博
子

昇
る
程
月
赫
々
と
締
ま
り
ゆ
く

山
に
谷
を
浮
か
せ
月
の
出
は
じ
ま
り
ぬ

濱
田　
　

幸

名
月
や
十
七
文
字
の
難
し
さ

我
が
影
の
斜
め
に
長
く
月
丸
く

　
　
　

岩
村　

さ
と

雲
流
れ
月
の
出
待
て
ば
列
車
行
く

秋
澄
下
古
い
ア
ル
バ
ム
懐
か
し
く

　

伊
野
部
哲
也

望
月
の
屋
根
を
離
れ
て
ゆ
く
速
さ

満
月
の
昇
る
真
下
や
中
村
家

　

柏
井　

皓
子

夕
風
の
コ
ス
モ
ス
園
に
棲
み
て
を
り

燈
下
親
し
静
か
に
夜
を
濡
ら
す
雨

　

門
田
の
ぶ
子

絵
心
の
あ
ら
ば
と
思
ふ
月
今
宵

月
の
出
に
歓
声
ど
っ
と
ざ
わ
め
け
る

池
野
い
ち
び

山
の
端
を
離
る
る
月
の
速
さ
か
な

十
五
夜
の
句
帳
に
映
る
指
の
影

北
添　

正
子

○
延
え
ん
と
川
岸
燃
や
す
曼
珠
沙
華

　

真
っ
赤
な
彼
岸
花
が
、
群
が
っ
て
咲
い

て
い
る
の
は
、
目
が
覚
め
る
よ
う
に
美
し

い
。
掲
句
の
よ
う
に
、
川
岸
に
添
っ
て
、

延
々
と
続
く
そ
の
花
が
、
川
に
映
っ
て
い

る
様
子
な
ど
尚
更
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、「
曼ま

ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華
」
は
梵
語
で
、

「
天
上
に
咲
く
花
」
の
意
で
あ
る
。

　

橋
詰
登
志
子

○
山
離
す
月
に
生
命
の
あ
る
如
く

　

今
年
の
仲
秋
の
名
月
は
素
晴
し
か
っ
た
。

山
の
端
か
ら
出
た
月
は
、
次
第
に
高
度
を

上
げ
て
、
山
を
離
れ
て
行
く
。
掲
句
は
、

そ
の
月
を
「
生
命
の
あ
る
如
く
」
と
観
る
。

　
〝
山
際
に
溜
め
置
き
た
き
今
日
の
月
〞

も
同
じ
作
者
の
句
。

　
　

　

片
岡　

幸
枝

畳
な
は
る
山
の
奥
ま
で
良
夜
か
な

さ
わ
や
か
に
誕
生
石
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

　

川
瀨　

晴
恵

集
ま
り
て
昔
話
や
月
の
庭

日
に
三
回
食
後
の
薬
秋
に
入
る

　

　

駒
木　

基
克

即
吟
の
風
句
も
よ
か
れ
今
日
の
月

は
や
ば
や
と
来
て
端
座
せ
し
月
の
客

島
田　
　

瞳

山
間
よ
り
真
っ
直
ぐ
昇
り
出
ず
る
月

句
会
場
月
見
ダ
ン
ゴ
に
花
も
生
け

マーク  日記
　私は高知県で、室戸岬や吾北の滝のほかにも
東洋町の白浜や四万十市の花火大会や入野浜へも
行ったことがある。もうすぐ天狗高原に行くつも
りである。足摺岬へ行ったら高知県の東側から西
側まで行ったことになる。
　最近、入野浜で初めてサーフィンをしてすご
かった。高知で紅葉をこじゃんと見たい。バージ
ニア州のアパラチア山脈は紅葉がすごく美しいの
で、日高の紅葉も楽しみです。 －マーク

海と空の景色がほんとにきれい！

So far in Kochi prefecture I've 

a l ready been to  the  Muroto  

cape, the waterfalls in Gohoku, 

Shirahama beach in Toyo town, 

the fi reworks in Shimanto city, and 

Irino beach.? I'm planning to visit 

the Tengu Kougen soon, possibly 

this weekend.? Once I visit Ashizuri 

cape I will have been all over the 

prefecture, from the eastern tip to 

the western.? I went surfi ng for 

the fi rst time recently at Irino 

beach, it was so much fun!? 

I'm looking forward to Fall 

here in Kochi.? The leaves 

are beautiful this time of 

year in the Appalachains, 

so I 'm really looking 

forward to seeing what 

it's like here. 
-Mark

俳
句
教
室
コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
山
頂
の
霧
に
ま
か
る
る
八
甲
田

山
中　

静
江

　

か
つ
て
、
雪
中
行
軍
の
軍
隊
百
余
名
の
凍

死
で
有
名
な
八
甲
田
山
、
秋
の
も
み
じ
も
美
し

い
で
す
が
、
そ
の
頂
上
で
霧
に
つ
つ
ま
れ
る
の

も
、
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
。
霧
は
、
春
の

「
霞
」
に
対
し
て
、
秋
の
季
語
で
す
。

○
香
水
を
つ
け
て
背
筋
も
の
ば
し
け
り

寺
田　

信
子

　

主
に
女
性
用
の
化
粧
品
で
あ
る
香
水
は
、
一

年
中
使
い
ま
す
が
、
特
に
、
汗
の
出
る
夏
は
、

身
だ
し
な
み
と
し
て
、
多
く
用
い
ら
れ
ま
す
。

背
筋
を
の
ば
す
こ
と
、
こ
れ
も
、
ま
た
身
だ
し

な
み
で
す
。

 

谷
岡　

葉
子

せ
み
し
ぐ
れ
神
社
の
庭
を
我
が
も
の
に

墓
参
り
家
族
そ
ろ
つ
て
手
を
合
は
す

山
本
眞
知
子 

一
つ
づ
つ
事
を
こ
な
し
て
夏
を
生
く

よ
さ
こ
い
を
踊
り
し
若
き
日
の
写
真

野
村　

近
子

子
の
帰
郷
ビ
ー
ル
の
空
き
缶
山
積
み
に

子
が
踊
る
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
親
走
る

山
中　

芳
子 

萩
咲
き
て
風
も
優
し
く
な
り
に
け
り

生
れ
来
て
く
れ
る
日
待
ち
て
日
日
草

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
‼

初
心
者
も
も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
。

俳句教室

次
回
予
定　

平
成
21
年
11
月
９
日
㈪

兼
題
「
秋
深
し
」
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※順不同・敬称略。

　ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

日高村の交通事故
発生状況

平成21年１～９月分（９月）
人身事故　　27件（２件）
死　　者　　０名（０名）
傷　　者　　34名（２名）

日高村の人口

９月末現在
（前月比）

世帯数 　 2,490戸（＋３）
人　口 　 5,848人（－７人）
　　　 男 2,760人（－３人）
　　　 女 3,088人（－４人）

Village NowVillage Now
氏　　名 享年（満） 自治会

磯　崎　三　郎 75歳 小　　村

田　村　芳　子 83歳 国岡団地

坂　本　敏　夫 73歳 平　　野

山　中　忠　茂 91歳 下 ノ 谷

優勝・準優勝

　第24回越知町少年柔道練成大会において、県内外から
の選手を相手に日下保育園の笠原　勇馬君が個人戦幼児の
部でみごと優勝をはたしました。又、団体戦低学年の部で
日下小学校の藤

ふじた

田　凱
かいり

史君と笠原　海心君が佐川町の仲間
とともにみごとに準優勝をはたしました。今後もますます
練習に励まれまして躍進する事をご祈念申し上げます。お
めでとうございます。

日高村岩目地の加茂中学校２年山﨑慎也君が少年の主張
高知県大会最優秀賞を受賞されました。

　青少年育成会議（桧垣典男会長）と県
教育委員会が主催で県内の中学生が日頃
の生活や課外活動をとおして考え、感じ
たこと等を発表する大会。
　９月23日　県庁正庁ホールで開催。

山﨑慎也君の主張
『僕の見失っていたもの』
　くすのき荘を訪問し、物静かな91歳のおば
あさんとの交流で、健康でいることのすばら
しさ、人に感謝される喜び、努力すること、
相手を思いやる気持ち・・・
　これからは、そんな当たり前のことを見失
わないよう、普段の生活から意識していきた
いと思った。

　生徒会役員改選のさ中、加茂中学校を訪問しお話を伺いまし
た。まず、とても力強い文字でていねいに書かれた原稿にびっ
くりしました。保育園の時から習っている書道は子ども県展で
何度も受賞経験があり、現在も週に１度は書道教室に通ってい
るとのこと。校長室には『安全社会』と毛筆で書かれた作品も
展示されていました。自然体で素直な山﨑君が今後もあらゆる
方面でご活躍されますことをご祈念いたします。
※加茂中学校では１年生の岡山涼祐君（優良賞）と

　３年生の石本知美さん（優秀賞）も受賞されています。

少年の主張少年の主張
とは？とは？

!


